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11．介護保険サービスの利用状況

（１）要介護認定の状況

ア.要介護度の状況をみると、介護サービス利用者は、「要介護２」の割合が高く、

介護サービス未利用者は「要支援１」及び「要支援２」の割合が高くなっている。

16.3

21.5

15.3

17.0 13.4 7.7

5.8

8.419.9

8.2 23.3 14.4 8.7

3.3

6.3

4.1

1.6

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護サービス利用者
N=1,592

介護サービス未利用者
N=878

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ わからない 無回答

図表 90 要介護度 （単数回答）
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（２）介護保険サービスの利用状況と今後の利用意向

ア. 平成 22 年９月～11 月の間に利用した介護保険サービスをみると、「通所介護」

「訪問介護」「福祉用具貸与・購入」の利用者が多くなっている。

34.5

33.5

29.2

19.2

9.1

8.6

7.6

6.8

5.6

4.8

3.1

3.0

1.6

0.8

0.7

0.6

6.1

10.7

0 10 20 30 40

通所介護（デイサービス）

訪問介護

福祉用具貸与・購入

通所リハビリ（デイケア）

訪問看護

訪問入浴介護

短期入所生活介護

訪問リハビリ

住宅改修

居宅療養管理指導

特定施設入居者生活介護
（有料老人ホーム）

短期入所療養介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

夜間対応型訪問介護

いずれも利用していない

無回答

％
【介護サービス利用者（N=1,592）】

図表 91 介護サービスの利用状況／介護サービス利用者（複数回答）
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イ．今後１年間にあらたに利用したい介護保険サービスをみると、各サービスとも

に、介護サービス利用者よりも介護サービス未利用者の方が、利用意向が高く、

「福祉用具貸与・購入」「住宅改修」「通所リハビリ（デイケア）」「訪問介護」

の利用意向が高くなっている。

4.7

6.0

4.9

3.3

6.0

2.3

4.5

4.5

3.8

2.2

1.6

2.7

1.1

1.7

0.9

0.4

10.5

8.2

8.5

4.6

7.7

5.2

3.8

3.0

3.8

3.8

2.3

2.6

1.5

1.0

0.6

11.8

0 2 4 6 8 10 12

福祉用具貸与・購入

住宅改修

通所リハビリ（デイケア）

訪問介護

短期入所生活介護

通所介護（デイサービス）

訪問リハビリ

短期入所療養介護

訪問入浴介護

訪問看護

居宅療養管理指導

特定施設入居者生活介護
（有料老人ホーム）

認知症対応型通所介護

夜間対応型訪問介護

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

小規模多機能型居宅介護
介護サービス利用者 N=1,592

介護サービス未利用者 N=878

％

※「無回答」 介護サービス利用者（52.4％）、
介護サービス未利用者（49.9％）」は非表示

図表 92 介護保険サービスの利用状況と今度の利用意向 （複数回答）

※上記の分析は、今後、新たに利用したいサービスに対する意向を把握するため、平成

22 年９～11 月に利用したと回答しているサービスと同じサービスを回答した場合を除い

た数により集計した。このため、単純集計の数値とは一致しない。
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（３）要介護度の変化

ア.介護サービス利用者、介護サービス未利用者について、平成 21 年３月時点から、

平成 22 年 12 月時点（調査実施時点）までの間、どのように要介護度が変化（改

善、変化無し、悪化）したかの状況を比較した。

現在の要介護度(平成22年12月）
要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ わからない 無回答

1592 131 259 243 371 230 139 101 25 93
100.0 8.2 16.3 15.3 23.3 14.4 8.7 6.3 1.6 5.8
127 64 45 6 4 2 1 1 0 4

100.0 50.4 35.4 4.7 3.1 1.6 0.8 0.8 0.0 3.1
237 31 135 26 17 12 9 1 0 6

100.0 13.1 57.0 11.0 7.2 5.1 3.8 0.4 0.0 2.5
222 11 16 125 47 8 6 1 0 8

100.0 5.0 7.2 56.3 21.2 3.6 2.7 0.5 0.0 3.6
318 1 15 32 220 30 9 2 2 7

100.0 0.3 4.7 10.1 69.2 9.4 2.8 0.6 0.6 2.2
215 2 7 5 29 131 24 14 0 3

100.0 0.9 3.3 2.3 13.5 60.9 11.2 6.5 0.0 1.4
113 0 0 2 9 16 72 9 0 5

100.0 0.0 0.0 1.8 8.0 14.2 63.7 8.0 0.0 4.4
77 0 1 0 0 3 4 68 0 1

100.0 0.0 1.3 0.0 0.0 3.9 5.2 88.3 0.0 1.3
20 2 2 7 3 4 2 0 0 0

100.0 10.0 10.0 35.0 15.0 20.0 10.0 0.0 0.0 0.0
120 10 22 30 24 15 8 2 5 4

100.0 8.3 18.3 25.0 20.0 12.5 6.7 1.7 4.2 3.3
32 1 0 3 4 3 2 1 16 2

100.0 3.1 0.0 9.4 12.5 9.4 6.3 3.1 50.0 6.3

改善 変化無し 悪化

平
成
2
1
年
３
月
の
要
介
護
度

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

わからない

全体

要介護５

非該当（自立）

申請していな
い

現在
H21.3
全体

図表 93 要介護度の変化／介護サービス利用者 （単数回答）

現在の要介護度(平成22年12月）
要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ わからない 無回答

878 175 189 149 118 68 29 36 40 74
100.0 19.9 21.5 17.0 13.4 7.7 3.3 4.1 4.6 8.4
110 80 17 7 2 2 0 1 0 1

100.0 72.7 15.5 6.4 1.8 1.8 0.0 0.9 0.0 0.9
125 21 80 12 6 1 1 0 2 2

100.0 16.8 64.0 9.6 4.8 0.8 0.8 0.0 1.6 1.6
96 6 9 54 20 4 1 0 1 1

100.0 6.3 9.4 56.3 20.8 4.2 1.0 0.0 1.0 1.0
64 1 8 3 36 8 1 0 2 5

100.0 1.6 12.5 4.7 56.3 12.5 1.6 0.0 3.1 7.8
45 0 2 3 8 27 1 3 0 1

100.0 0.0 4.4 6.7 17.8 60.0 2.2 6.7 0.0 2.2
17 0 1 0 1 3 7 3 0 2

100.0 0.0 5.9 0.0 5.9 17.6 41.2 17.6 0.0 11.8
14 0 0 0 0 1 0 13 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0 92.9 0.0 0.0
36 8 5 3 4 5 3 4 1 3

100.0 22.2 13.9 8.3 11.1 13.9 8.3 11.1 2.8 8.3
235 40 50 59 34 15 12 10 7 8

100.0 17.0 21.3 25.1 14.5 6.4 5.1 4.3 3.0 3.4
46 4 7 3 3 1 1 1 21 5

100.0 8.7 15.2 6.5 6.5 2.2 2.2 2.2 45.7 10.9

改善 変化無し 悪化

平
成
2
1
年
３
月
の
要
介
護
度

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

わからない

全体

要介護５

非該当（自立）

申請していな
い

現在
H21.3
全体

図表 94 要介護度の変化／介護サービス未利用者 （単数回答）
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イ.要介護度の変化状況をみると、介護サービス利用者の１割強、介護サービス未利

用者の１割弱に、要介護度の改善がみられる。

51.2

33.8

25.4

39.0 19.67.6

11.6 11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護サービス利用者
N=1,592

介護サービス未利用者
N=878

改善 変化なし 悪化 無回答

図表 95 要介護度の変化（平成 21年３月→平成 22 年 12 月） （単数回答）
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（４）介護保険サービス利用の効果

ア.介護保険サービスを利用した効果をみると、「一緒に参加する仲間ができた」が

２割強と最も多く、次いで「体が動くようになった」「人と接するのがおっくうで

なくなった」となっている。

イ.介護保険サービスを利用して感じたことでは、「継続して利用したいと思った」

「施設で行っている事業などを知った」がそれぞれ３割弱となっている。

23.2

18.8

16.8

12.4

11.6

11.3

5.1

8.9

26.7

13.8

0 10 20 30

一緒に参加する仲間ができた

体が動くようになった

人と接するのがおっくうでなくなった

食事が楽しくなった

筋肉や関節などの痛みが減った、感じなくなった

自分もやればできる、という自信がついた

すぐに疲れを感じなくなった

その他

利用する以前と特に変わった点はない

無回答

％
【介護サービス利用者 (n=1,335）】

図表 96 介護保険サービス利用の効果／介護サービス利用者 （複数回答）

26.7

23.6

15.7

14.5

12.1

6.6

3.4

2.8

4.8

36.9

0 10 20 30 40

継続して利用したいと思った

施設で行っている事業などを知った

施設に通うきっかけができた

ひとりでは実行できないことを知った

地域の人たちと知り合う機会ができた

家でも実践できる様な指導

知人も参加できるようにしたい

ＰＲすれば人が集まると思った

その他

無回答

％
【介護サービス利用者 (n=1,335）】

図表 97 介護保険サービスを利用して感じたこと／介護サービス利用者 （複数回答）
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（５）ケアプランの理解等

ア.自身のケアプラン内容への理解状況をみると、「知っている」は半数程度で、要

介護１・２での割合がやや高い。

イ.ケアプランへの自分・家族の意見の反映状況についてみると、要介護では８割弱

が『反映されている』（「反映されている」、「ほぼ反映されている」の合計）と回

答しているが、要支援では６割弱となっている。

26.3

27.9

24.4

14.1

13.8

13.2

12.3

54.2

45.9

47.4

47.4

28.9 13.2

12.2

10.4

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【介護サービス利用者】
全体 Ｎ＝1,592

要支援１・２
ｎ＝390

要介護１・２
ｎ＝614

要介護３～５
ｎ＝470

知っている あまり知らない 知らない 無回答

図表 98 ケアプランの周知状況 （単数回答）

31.0

28.5

31.4

5.5

7.9

4.9

5.4 27.4

37.0

38.3

30.8

44.5

37.7 4.9

2.6

1.9

3.6

17.2

16.6

22.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【介護サービス利用者】
全体 Ｎ＝1,592

要支援１・２
ｎ＝390

要介護１・２
ｎ＝614

要介護３～５
ｎ＝470

反映されている ほぼ反映されている あまり反映されていない 反映されていない 無回答

図表 99 ケアプランへの自分・家族の意見の反映状況 （単数回答）
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（６）希望する介護

ア.今後、自身が介護を受けることになった場合に、希望する介護についてみると、

高齢者一般、これから高齢期一般とも「自宅で介護保険のサービスを利用しなが

ら暮らしたい」が５割弱と高い。「特別養護老人ホームなどの介護施設に入所した

い」は、１割程度に留まっている。

イ.家族等が介護を受けることになった場合に、希望する介護についてみると、高

齢者一般、これから高齢期一般とも「自宅で介護保険のサービスを利用しながら

介護したい」が最も多い。

4.5

1.8

9.2

12.0 6.0 2.5

8.8

4.945.1

47.0 6.3 2.6 7.3

14.4

2.0

0.7

12.3

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般
N=2,106

これから高齢期一般
N=568

自宅で介護保険のサービスを利用しながら暮らしたい
自宅で介護保険のサービスを利用しないで家族介護を中心に暮らしたい
特別養護老人ホームなどの介護施設に入所したい
介護をしてくれる病院に入院したい
有料老人ホームに入居したい
高齢者専用賃貸住宅などのケア付き住宅に入居したい
その他
わからない
無回答

【自分自身が介護を受けることになった場合】

図表 100 自分自身が希望する介護 （単数回答）

3.0

1.1

11.6

13.2 2.5 6.0

11.2

15.5

11.3

6.038.4

34.6
1.8

4.9 6.1

4.2

15.5

13.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般
N=2,106

これから高齢期一般
N=568

自宅で介護保険のサービスを利用しながら介護したい
自宅で介護保険サービスを利用しないで家族介護を中心に介護したい
特別養護老人ホームなどの介護施設に入所させたい
有料老人ホームに入居させたい
高齢者専用賃貸住宅などのケア付き住宅に入居させたい
病院などの医療機関に入院させたい
介護の対象となる家族等はいない
わからない
無回答

図表 101 家族等の介護の方法 （単数回答）
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（７）介護保険料の負担感

ア.介護保険料の負担感についてみると、高齢者一般、これから高齢期一般とも「あ

る程度の負担はやむをえない」が５割強と高い。

イ.介護サービス利用者は、『負担と感じない』（「負担とは感じない」と「それほど

負担とは感じない」の合計）が 27.3％であるのに対し、「多少負担と感じる」が

同じく 27.3％、「負担と感じる」が 18.4％となっている。

一方、介護サービス未利用者では、『負担と感じない』が 15.7％、「多少負担と

感じる」が 22.3％、「負担と感じる」が 22.8％と、負担と感じる割合の方が高い。

53.2

53.9

14.6

17.1 4.6 5.8

17.8

16.0

3.5 5.7

2.6

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般
N=2,106

これから高齢期一般
N=568

高齢者も相応の負担をするのは当然である ある程度の負担はやむをえない
高齢者が負担をすることには反対である その他
わからない 無回答

図表 102 40 歳以上が介護保険料を負担することについて （単数回答）

19.0

9.9

27.3

22.3 28.8 8.55.8

8.3 18.4 7.4 8.2

10.8

11.4

13.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護サービス利用者
N=1,592

介護サービス未利用者
N=878

負担とは感じない それほど負担とは感じない 多少負担と感じる

負担と感じる どちらともいえない わからない
無回答

図表 103 介護保険料の負担感 （単数回答）
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ウ.介護保険料の負担感について介護保険料別にみると、第１段階から第６段階まで

は段階が上がるにつれ、『負担と感じる』（「多少負担と感じる」「負担と感じる」

の合計）の割合が高い。一方、第７段階以上では、第９段階を除き、それぞれ５

割程度となっている。

10.6

6.5

5.8

7.3

4.7

5.9

5.0

11.8

12.5

5.3

19.0

17.5

24.7

25.2

19.8

14.6

14.1

18.8

30.0

12.5

17.6

12.5

21.1

27.3

18.4

27.3

29.9

30.2

36.6

40.0

34.1

20.0

70.8

41.2

37.5

21.1

17.5

22.2

23.4

25.6

22.0

27.1

20.0

30.0

8.3

11.8

12.5

26.3

11.7

7.5

8.1

7.3

8.2

5.9

5.0

17.6

12.5

10.5

3.7

4.7

7.3

12.5

5.8

4.9

15.3

10.0

8.3

15.8

8.3

12.1

12.6

26.4 31.9 17.6

18.4

5.5

4.5

7.4

2.2

4.0

12.6

8.2

3.7

5.9

4.4

6.6

9.7

11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【介護サービス利用者】
全体 Ｎ＝1,592

第１段階（23,700円）
ｎ＝103

第２段階（23,700円）
ｎ＝198

第３段階（33,180円）
ｎ＝91

特４段階（37,920円）
ｎ＝107

第４段階（47,400円）
ｎ＝86

第５段階（52,140円）
ｎ＝41

第６段階（56,880円）
ｎ＝85

第７段階（61,620円）
ｎ＝85

第８段階（66,360円）
ｎ＝20

第９段階（71,100円）
ｎ＝24

第10段階（75,840円）
ｎ＝17

第11段階（80,580円）
ｎ＝8

第12段階（85,320円）
ｎ＝19

負担とは感じない それほど負担とは感じない 多少負担と感じる
負担と感じる どちらともいえない わからない

無回答

図表 104 介護保険料段階×介護保険料の負担感 （単数回答）

※（）は保険料年額、また 0.0％は非表示
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エ.介護サービス利用料１割負担について介護保険料別にみると、介護保険料段階に

より、サービス利用料が『負担と感じる』（「多少負担と感じる」、「負担と感じる」

の合計）が２割強～５割程度となっている。

15.2

14.0

9.3

17.1

18.8

16.5

20.0

16.7

29.4

37.5

15.8

27.0

20.4

30.8

33.6

36.0

26.8

23.5

40.0

25.0

25.0

11.8

25.0

21.1

20.6

18.4

22.2

23.4

19.8

29.3

27.1

16.5

20.0

45.8

23.5

25.0

10.5

17.5

13.6

10.3

15.1

12.2

10.6

4.7

10.0

4.2

5.9

21.1

9.7

7.5

5.8

4.9

7.1

4.7

10.0

4.2

17.6

10.5

4.7

5.8

7.3

3.5

5.9

8.1

2.4

14.1

10.0

5.9

12.5

21.1

11.7

18.7

15.3

26.4 30.8

9.7

9.9

7.2

8.1

6.6

7.9

11.7

5.1

3.3

5.0

4.2

3.5

12.2

10.7

5.1

4.4

9.4

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【介護サービス利用者】
全体 Ｎ＝1,592

第１段階（23,700円）
ｎ＝103

第２段階（23,700円）
ｎ＝198

第３段階（33,180円）
ｎ＝91

特４段階（37,920円）
ｎ＝107

第４段階（47,400円）
ｎ＝86

第５段階（52,140円）
ｎ＝41

第６段階（56,880円）
ｎ＝85

第７段階（61,620円）
ｎ＝85

第８段階（66,360円）
ｎ＝20

第９段階（71,100円）
ｎ＝24

第10段階（75,840円）
ｎ＝17

第11段階（80,580円）
ｎ＝8

第12段階（85,320円）
ｎ＝19

負担とは感じない それほど負担とは感じない 多少負担と感じる
負担と感じる どちらともいえない わからない

無回答

図表 105 介護保険料段階×介護サービスの利用料１割負担 （単数回答）

※（）は保険料年額、また 0.0％は非表示
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（８）介護保険サービスの苦情・相談先（再掲）

ア.介護サービス利用者では「ケアマネジャー」の割合が最も多く６割弱となってい

る。

イ．介護サービス未利用者では、苦情・相談先について「どこにしていいかわから

ない(15.9％)」、「相談・苦情は特にない(28.0％)」と回答する割合が高い。

57.1

7.2

6.8

4.6

4.4

0.8

0.7

0.4

1.6

7.1

20.0

11.2

20.6

15.3

12.5

5.5

1.3

1.5

0.6

0.0

3.3

15.9

28.0

16.9

0 10 20 30 40 50 60

ケアマネジャー

区の介護保険課

高齢者相談センター

医師

サービス事業者

民生委員

保健福祉サービス苦情調整委員

都の国保連合会

その他

どこにしていいかわからない

相談・苦情は特にない

無回答

介護サービス利用者 N=1,592
介護サービス未利用者 N=878

％

図表 106 介護保険サービスの苦情・相談先 （複数回答）
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（９）介護保険料とサービスの関係（介護保険制度に対する考え方）

ア.高齢者一般、介護サービス利用者は、「施設や在宅サービスの量は現状程度とし、

保険料も現状程度とする」の割合が最も多い。介護サービス未利用者は、「施設や

在宅サービスの量は現状程度とし、保険料も現状程度とする」と「わからない」

がそれぞれ３割程度となっている。

イ.これから高齢期一般は、「保険料が今より高くなっても、施設や在宅サービスの

量を増やす方がよい」「施設や在宅サービスの量は現状程度とし、保険料も現状程

度とする」がそれぞれ３割強と、意見が分かれている。

14.3

36.6

31.2

44.3

11.1

5.8

7.5

26.9

22.0

4.931.2

10.3

18.1

28.6 15.9

24.3

30.1

10.0

11.8

15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者一般
N=2,106

これから高齢期一般
N=568

介護サービス利用者
N=1,592

介護サービス未利用者
N=878

保険料が今より高くなっても、施設や在宅サービスの量を増やす方がよい
施設や在宅サービスの量は現状程度とし、保険料も現状程度とする

サービスの量が低下しても、保険料は安い方がよい
わからない

無回答

図表 107 介護保険料とサービスの関係 （単数回答）


